
気候変動による水災害の頻発化・激甚化

⃝ 短時間強雨の発生の増加や台風の大型化等により、近年、浸水被害が頻発しており、既に地球温暖化の
影響が顕在化しているとみられる。さらに今後、気候変動による水災害の激甚化・頻発化が予測されている。

【平成27年9月関東・東北豪雨】 【平成28年8月台風第10号】 【平成29年7月九州北部豪雨】

【平成30年7月豪雨】 【令和元年東日本台風】 【令和2年7月豪雨】

【令和3年8月の大雨】

■毎年のように全国各地で浸水被害が発生

【令和4年8月の大雨】 【令和5年7月の大雨】 【令和6年9月の大雨】

①鬼怒川の堤防決壊による浸水被害
（茨城県常総市）

②小本川の氾濫による浸水被害
（岩手県岩泉町）

④赤谷川における浸水被害
（福岡県朝倉市）

⑩最上川における浸水被害
（山形県大江町）

⑦千曲川における浸水被害
(長野県長野市)

⑧球磨川における浸水被害
（熊本県人吉市）

⑨池町川における浸水被害
（福岡県久留米市）

⑤小田川における浸水被害
（岡山県倉敷市）

⑪太平川における浸水被害
（秋田県秋田市）

③空知川の堤防決壊による浸水被害
（北海道南富良野町）

⑥肱川における浸水被害
（愛媛県大洲市）

⑫塚田川における人家流失・流木阻害
（石川県輪島市）

【令和7年8月の大雨】

⑬網掛川における橋梁流出・護岸損壊
（鹿児島県姶良市）
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河川整備による治水効果（菊池川水系合志川）

○ 「令和７年８月６日からの大雨」において、九州地方では、特に令和７年８月７日（木）から８月１１日（月）にかけて広く大雨と
なり、菊池川水系合志川流域内の合志雨量観測所（熊本県合志市）において、２４時間雨量362mmを記録。

○ 合志川では、「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」

などにより、山城堰及び平島堰の改築や河道掘削（約44万m3）等を集中的に実施（整備費：約115億円） 。

○ これらの整備により、今回の大雨において、平島堰付近で約２ｍの水位低減効果を発揮するなど、整備を実施した一連区間

で水位を低減し、合志川からの氾濫等による浸水被害を防止（想定被害額 約144億円を軽減）。

こ う し が わ

や ま し ろ ぜ き ひ ら し ま ぜ き

ひ ら し ま ぜ き

整備効果（洪水時の河川水位低減）

合志川からの
氾濫等による
被害額0円

想定被害額
約144億円＊

整備費
約115億円

約144億円の被害軽減効果

整備前 整備後

浸水範囲（想定）
430ha

整備前 整備後

合志川からの
氾濫等による

浸水なし

浸水被害の軽減効果

平島堰付近で約２mの水位低減効果を
発揮するなど、整備を実施した一連
区間で水位を低減し、合志川からの
氾濫等による浸水被害を防止

本資料の数値は今後の調査結果等で変わる可能性があります。

整備前

整備後

▽計画高水位※

約2m水位低減

堤
防

堤
防

整備前水位

整備後水位

合志川の堤防決壊や越水により浸水被害
が発生していた可能性がある

未整備の場合

横断イメージ図 堰改築による水位低減のイメージ図

※ 計画高水位：川の堤防工事などの基準で、
その堤防の耐えられる最高の水位

改築前
（固定堰）

改築後
（可動堰化）

家屋被害等

公共土木
施設等被害

など

＊この他、災害廃棄物の処理費等の費用が生じる

山城堰改築

舟島橋架替

合志川

平島堰改築

やましろぜき

ひらしまぜき

瀬や淵を残
すなど環境
に配慮した
河道掘削を
実施。

ふなしまばし・ひらしまぜき

河道掘削

：整備を行わなかった場合の浸水範囲（想定）

N

横断イメージ図
の箇所

河川整備を行わなかった場合、計画高水位を超過したと想定される区間

整備状況（堰改築、橋梁架替、河道掘削）、整備を行わなかった場合の浸水範囲（想定）

菊池市

熊本市

き く  ち  がわ                  こ う  し がわ令和７年８月６日からの大雨
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○施設整備には時間を要することになるが、その間でも、温暖化により洪水による被害が深刻化する恐れがあるた
め、河川整備を加速することに加え、本川下流のみならず上流や支川など中小河川も含め流域全体で、国・都道
府県・市町村、地元企業や住民などが協働して取り組む「流域治水」により治水対策を推進。

気候変動を踏まえた流域治水の推進
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河川・流域の情報の役割

レーダ雨量計

水位計

堰・水門諸量

ダム諸量

カメラ映像

流速

水質

生物

利活用

樋門・樋管諸量

潮位

土砂

雨量計

地下水位

■河川計画の立案
  ・治水対策
・利水確保
・環境保全

■水文資料

■河川管理
  ・巡視・点検
・河川環境の維持
・河川の適正利用

■施設操作
・ダム、堰等の操作
・農業用水等の取水

■災害対応（防災情報）
・洪水予報
・水防警報
・PUSH型通知
・リスク情報
・渇水調整 等

河川の情報

地形・地質

主な用途

69
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洪水に関する様々な情報

7

平時 数日前～ 数時間前～

ハザードマップ

出前講座・勉強会等

関係機関が集まって
行う合同会見

雨量や水位等のリアルタイム配信
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危険の切迫度が伝わる情報を充実する

○ 河川監視カメラや水位観測施設は、観測施設、電源、通信ネットワークの多重化を進める重要な
施設のほか、低コストの施設を組み合わせることで観測網を拡大してきた。簡易な施設も併用し
つつ観測網を維持していくため、すべての観測施設等を強靱化することは現実的ではない。

○ 一方で、技術の進展や情報セキュリティリスクの増大を受け、簡易型河川監視カメラの夜間視認
性の向上や通信手段の多様化、アクセス制限の必須化等、必要な対策に取り組む。

○ また、観測情報や予測情報を充実させ、これらに基づき発表する警戒を促す情報（防災気象情
報等）を高度化する。この際、「防災気象情報の体系整理と最適な活用に向けて（令和6年6月防
災気象情報に関する検討会）」を踏まえ、伝わる情報となるよう伝え方にも配慮していく。

観測網の拡大や予測技術の進展により、充実してきた観測・予測情報

水害リスクライン
洪水予測モデル

浸水センサの充実 観測網の充実による実況雨量の観測

◼ AI 画像解析技術を活用したCCTV画像解
析による観測

◼ レーザー計測による観測
※技術開発公募等により開発中

ＡＩ画像解析に
より波浪のうち
あげ高を計測

波浪のうちあげ高

堤防高

AIによる画像解析技術を用いた
観測イメージ

3D-LiDARによる計測イメージ

更なる観測・予測、警戒を促す情報の高度化

シンプルで分かりやすい防災気象情報へ
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「川の防災情報」で気象・水害等を一元表示

◼ 2025年（令和7年）3月17日に、川の防災情報のデザイン変更を実施
◼ 「洪水予報」、「水位・雨量情報」、「気象情報」等を一元的に集約してリアルタイムに提供

9

①

②

③

④

【各種機能について】
① 洪水の危険度について発令されているレベルごとに都道府県を表示
② キーワード検索、地図上で任意の場所における河川情報等を確認、

「気象×水害・土砂災害」情報マルチモニタで現況確認
③ さまざまな河川情報等を主要なカテゴリーから検索
④ 他の防災関連情報が掲載されているリンク集 12
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浸水想定区域図・ハザードマップの空白域の解消
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指定済み河川数対象河川数

洪水浸水想定区域の指定※1 洪水ハザードマップの公表

441 441

1,809

20,819

○ 洪水予報河川及び水位周知河川の洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨） の指定済の割合は100%。
○ 上記洪水予報河川、水位周知河川のうち、洪水ハザードマップ（想定最大規模降雨）の公表済の割合は約99%。
○ 令和3年の水防法改正で新たに指定対象となった中小河川の洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）の指定済の割合100%。（18,569

河川）
○ 上記中小河川のうち、洪水ハザードマップ（想定最大規模降雨）の公表済の割合は約68%。

令和８年３月末時点

18,569 中小河川

洪水予報河川
水位周知河川

20,819

1,809

18,569

合計

中小河川

水位周知河川

洪水予報河川

小計 2,2502,250

対象
市区町村数

1,431

公表済み

1,420市区町村※2

（約99%）

公表済み

1,104市区町村※2

（約68%）

対象
市区町村数

1,633

※1 洪水予報河川、水位周知河川、中小河川の河川数は、国・都道府県の合計値。
※2  洪水浸水想定区域が指定されている河川が存在する市区町村において、１河川以上の浸水想定区域図に対応したハザードマップを公表している市区町村数。

洪水浸水想定区域の指定と洪水ハザードマップの公表状況

1114

Administrator
四角形



ハザードマップの活用を促す取組み（マイ・タイムライン）

1215
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デジタル・マイ・タイムライン

避難の
タイミングです

！

○○川 

 ××観測所

3.15m になりました

避難場所情報 >

防災情報通知

河川カメラ   >

テレビの天気予報を注意

ハザードマップで避難所
を確認！

非常持出袋の準備
足りない物を買い出し！

川の水位をインターネッ
トで確認。

住民等市国

おじいちゃんと一緒に
早めの避難開始！

避難所に避難完了！
避難
指示

Lv4

相当

高齢
者等
避難

Lｖ３
相当

3日前

氾濫
発生

一人ひとりのマイ・タイムライン（イメージ）

リスクコミュニケーションの活性化と防災情報のパーソナライズ化により、適切な避難行動を促進

マイ・タイムラインを
スマホに登録・状況確認

■台風の接近時などに、「いつ」・「何をするのか」を住民一人ひとりに合わせて、あらかじめ時系列で整理した自分自身の避難行動計
画である「マイ・タイムライン」とスマートフォンアプリの防災情報のプッシュ通知機能などデジタル技術を融合。

■地域のワークショップによる平時におけるマイ・タイムラインの検討の過程で、自宅の浸水リスクや逃げるタイミング等をスマートフォンに登
録しておき、水害などの危険が迫った際には、自らが決めた避難のトリガー情報のプッシュ通知により、確実な避難行動を後押し。

洪水ハザードマップによる地域の水害リスクの認識、家族構
成や生活環境に合わせた避難のトリガー情報の検討や行
動計画の作成を行う。

避難のタイミングで
プッシュ通知！

地域のワークショップや学校の授
業によるマイ・タイムラインの作成

マイ・タイムラインの作成
（従来からの取り組み）

マイ・タイムラインに基づく行動をスマホで状況確認し、
避難のタイミング等をPUSH通知

デジタル
技術と
融合

マイ・タイムラインのイメージ

避難のトリガー等のマイ・タイムラインをスマホで作成。
避難のタイミングになった際は、プッシュ型で情報を受信。

国 市

テレビの天気予報
を注意

ハザードマップで
避難所を確認！

非常持出袋の準
備足りない物を買
い出し！

川の水位をイン
ターネットで確認。

行動計画

3日前

おじいちゃんと
避難開始！

避難所に
避難完了！

避難
指示

Lv4

相当

高齢
者等
避難

Lｖ３
相当

氾濫
発生

現在

マイ・タイムライン
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逃げなきゃコール

※n=938

避難の呼びかけに活用するため、
離れた地域の災害情報を取得出
来るスマートフォンアプリ等を利用
していますか。

利用している

25%

利用してい

ない

74%

無回答…

【参考】 令和２年７月豪雨等
の防災情報に関するアンケート

逃げなきゃコールの普及広報（デジタルサイネージ・ポスター）

■災害情報に関する登録型のプッシュ型メールを充実させ、一人暮らしの親等が住む地域の水位情報や浸水リス
クを、離れて暮らす子供等親族に通知する「逃げなきゃコール」を開発、提供することで、親族による避難の声か
け（人から人）を支援し、住民の避難行動を促す取組。

■利用者を増やし、住民の避難行動を促すため、「逃げなきゃコール」の普及活動を推進する。

14

QRコード

実施機関等
（アプリやサービス提供）

逃げなきゃコールの普及広報（YouTube）

17
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防災用語・防災情報の改善

◼ 近年の災害の発生状況や新たな防災情報の導入、情報通信技術の進化や情報伝達手法の多様化などを踏まえ、
受け手がより直感的に状況を理解でき、災害時に安全を確保するための適切な行動がとれるよう、防災用語の改
善や伝え方の工夫、住民・社会の意識・理解の向上が必要。

◼ 用語・解説集を整理し、インターネット上でも閲覧可能とすることで、メディア、住民と認識の共有を図る。

15

関連用語への
リンクを追加

イメージ図等の
更新

防災用語ウェブサイトの表記の改善事例：異常洪水時防災操作（緊急放流）

18
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■本プロジェクトでは、情報を発信する行政と情報を伝えるマスメディア、ネットメディアの関係者等が「水防災意識
社会」を構成する一員として、それぞれが有する特性を活かした対応策、連携策を検討し、住民自らの行動に結
びつく情報の提供・共有方法を充実させる６つの連携プロジェクトをとりまとめ、実行している。

■プロジェクト参加団体が集う全体会議を開催し、プロジェクトの取組状況の報告や、住民自らの行動に結びつく情
報の提供・共有に向けたさらなる行政とメディアの連携について議論している。

Ａ：災害情報単純化プロジェクト 

～災害情報の一元化・単純化による分かりやすさの追求～

課題１ より分かりやすい情報提供のあり方は

課題３ 情報弱者に水害・土砂災害情報を伝える方法とは

課題２ 住民に切迫感を伝えるために何ができるか

〇住民自らの行動に結びつける新たな6つの連携プロジェクト

～受け身の個人から行動する個人へ～

上記課題を具体化させるために

Ｆ：地域コミュニティー避難促進プロジェクト

～地域コミュニティーの防災力の強化と情報弱者へのアプローチ～  

Ｅ：災害情報メディア連携プロジェクト

～災害情報の入手を容易にするためのメディア連携の促進～

Ｂ：災害情報我がことプロジェクト

～災害情報のローカライズの促進と個人カスタマイズ化の実現～

Ｃ：災害リアリティー伝達プロジェクト

～画像情報の活用や専門家からの情報発信など切迫感とリアリティーの追求～

Ｄ：災害時の意識転換プロジェクト 

～災害モードへの個々の意識を切り替えさせるトリガー情報の発信～

〇プロジェクト参加団体 （令和６年１２月１日時点）

＜マスメディア＞
 日本放送協会（NHK）、（一社）日本民間放送連盟、（一社）日本ケーブルテレビ連盟、 
 全国地方新聞社連合会、エフエム東京（株）、（株）文化放送、NPO法人気象キャスターネットワーク、
 オフィス気象キャスター（株）

＜インターネットメディア・通信キャリア＞
 LINEヤフー（株）、（株）NTTドコモ、 KDDI（株）、ソフトバンク（株）、ゲヒルン（株）、
 楽天モバイル（株） 他

＜行政関連団体＞
 （一財）マルチメディア振興センター（Lアラート）、（一財）道路交通情報通信システムセンター（VICS）

＜市町村関係者＞
 新潟県見附市

 ＜地域の防災活動を支援する団体＞
 常総市防災士連絡協議会

＜行政＞
 国土交通省水管理・国土保全局、道路局、気象庁

第７回全体会議（R4.7.11開催）

平成３０年１０月  ４日 第１回全体会議

平成３０年１０月１１日 第１回ＷＧ

平成３０年１０月２４日 第２回ＷＧ

平成３０年１１月  ８日 第３回ＷＧ

平成３０年１１月２２日 第４回ＷＧ

平成３０年１１月２９日 第２回全体会議

平成３０年１２月１１日 とりまとめ公表

令和   元年   ６月  ７日 第３回全体会議

令和  ２年１２月２０日 第４回全体会議

令和  ２年  ８月２８日 第５回全体会議

令和  ３年  ６月３０日 第６回全体会合

令和  ４年  ７月１１日 第７回全体会議

令和  ５年  ６月２８日 第８回全体会議

令和  ７年  ６月２６日 第９回全体会議

〇会議の流れ
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住民自らの行動に結びつく水害・土砂災害ハザード・リスク情報共有プロジェクト
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